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テーマ：私とＮＰＯ～ＮＰＯという生き方～

（当番　寺本久雄）

退職後の人生は「仕切り直しの立派な第一の人生」

現役時の労働時間：年間の労働時間を1,800時間とすると、２０才から６０才までの労働時間は72,000時間

退職後の自由時間：退職後は１日１０時間の自由（余暇）時間があり、余命を２０年とすると、その間の自由時間は73,000時間

つまり現役時代の労働時間と退職後の自由時間は同じ長さ→退職後の人生は「余生」とか「第２の人生」とかではなく「仕切り直しの立派な第一の人生」

しかも現役時のような拘束がない訳ですから、この時間を自由に生きない手はない。

不老長寿の夢の国体験者？

新現役世代は、歴史上かつてない長余命が与えられ、１日１０時間の自由時間が保障され、年金によって基礎的な生活が保障された存在で、歴史上これ以上に“自由な市民”の存在はかつてはなかった。

ある意味では新現役世代は、昔の王様や殿様のような政治的権力はないものの、彼らが希求した不老長寿の夢の国を始めて体験しているとも言える。

地域社会の主人公は誰？

経済成長期には、お父さんは生産至上主義の産業社会に完全に組み込まれ、地域の主人公はお母さん（主婦）でした。しかし女性の社会進出が進み、主婦の５割以上が就労している現在では地域の主人公としての存在感がうすくなっている。

地域社会の弱体化が日本の将来に暗い影を落とし始めていると感じ、定年退職後は個人の趣味などより社会的な地域活動に重点を置こうと決めました。

早期退職後まず始めたこと

予定より４年早く早期退職しましたが、家庭の事情で家事をみなければならず、余った半日の時間は地域活動にかかわることにしました。

自治会の役員を務めるとともに、ＮＰＯの勉強会に片っ端から通いました。

現在の活動

ある勉強会で子どもの問題に取り組む主婦グループから法人化を手伝って欲しいという依頼あり→子どもの問題に取り組むＮＰＯのＮＰＯ（子どもＮＰＯセンター福岡）で福岡市から受託した事業（里親普及事業）を手伝って欲しいという依頼あり

現在は子どもの問題に絡んだ活動、ＮＰＯ法人化を望む団体の学習会や申請作業のお手伝い（生ゴミの堆肥化プラントの建設を企画しているグループなどの）などの活動をし

をしています。

ここでＮＰＯの豆知識

	ＮＰＯとは

　Nonprofit Organizationの略。

　NGO(Non-govermenntal Organizationの略)は政府・国家を越えて活動している民間組織で、ＮＰＯの一つという位置付けになります。

　日本ではＮＰＯと言った場合、ＮＰＯ法人や法人化していない市民団体やボランティア団体をさしますが、欧米ではこれに宗教法人、社団法人、社会福祉法人、私立学校法人、医療法人などを含めた全ての“非営利で公益目的の団体”をさします。

非営利ということ

　非営利という意味は、報酬なしで活動するということではなく、収益を目的とせず収益を外部に配分しないという意味。活動で得た収益は、通信費・宣伝活動費・スタッフの給与などの必要経費となり、余った分は組織のミッション（社会的使命）のために再投資される。（事業で得た収益は資源提供者へ配分されない、受益者と資源提供者の不一致が原則）これからのＮＰＯにとって資金調達はとても重要な課題です。

ＮＰＯは「資源」と「共感」の循環を繰り返す木

　地中にある資源（リソース、人・モノ・金・情報）を根で吸い、幹でミッションに沿ったマネジメントが行われて、栄養分が枝葉に送られる。枝葉は活動（事業）であり、成果が上がってくると社会的な共感が生まれて、新しい資源（社会的な支援）が得られ、木全体がさたに大きく成長する。ＮＰＯは資源と共感の循環を繰り返している木に例えることができます。


ＮＰＯが期待されている役割

・NPOというと阪神大震災で活躍した草の根的な小さなボランティア組織というイメージがまだ根強くありますが、そうしたボランティア型のNPOから事業型のNPOに変わりつつあります。

・“官から民への流れ”の中で、行政や企業にできない社会的な役割がさらに期待されています。

行政：今の社会の変化は激しく、それに対応する政策が実施できる段階になった時にはすでに世の中の方が変化して、せっかく予算化した政策が役立たないことも起こりえる。

　企業：投資者対し利益を還元する義務があるため、公共性のある隙間産業を手が出しにくい。

NPO：人の気づかない世の中にニーズを先取りして、自らその対応策を創造し、組織化して迅速に問題解決のための事業を起こせる機動力がある。（多量の資本金や予算を要しないヒューマンサービス事業やコミュニティービジネスなどが得意）

ここれからのNPO

日本のNPOはボランティア型NPOからスタートしているので、まだまだ発展途上にあり、財政的に自立できるＮＰＯは非常に少ないのが現状です。
ＮＰＯの強みは、インターネットなどを駆使した情報収集・分析能力と他のＮＰＯとのネットワークにあります。ネットワークの中で得意な分野の優秀な人材を安い費用で
確保し、行政や企業ではできない公共性の高い事業をになうようになって行くと思われます。（ＮＰＯ同志のネットワークの中で展開していくケースのあるでしょうし、行政や企業と協働して展開していくケースもあるでしょう）
その事業展開が社会的な共感を次々と生み、財政基盤のしっかりした社会的に尊敬されるＮＰＯがたくさん誕生するようになれば、世の中の「成功」というイメージも次第に変わっていくだろうと思われます。
大きな会社に入って出世し、金持ちになって大きな家に住むことではないと多くの人が気付くようになるでしょう。仕事に充実感を持つことができ、社会的な価値が認められ、豊かな人的ネットワークを持つこと、それがこれからの社会の「成功」の基準と言われるようになっていくものと考えます。
以上

＜メモ＞ある本からの抜書き「人生に定年はない」

	フィギｭア・スケートの競技には規定演技と自由演技があって、その両方の得点が加算されて順位が決められるのだが、私たちが定年を迎えたということは、会社勤めという規定演技が終了したことであり、これから自由演技が始まることになるのだと思う。規定演技に多少の失点はあっても、これから得意な自由演技で十分に取り戻すことはできるはずである。また、規定演技で高得点を得ることができたにしても、これからの自由演技でつまずけば、元も子もなくすことにもなる。私たちの人生競技は前半が終了したにすぎず、これからが本当の見せ場なのだと思う。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

